
対　象：　大町市消防団幹部

テーマ：　防災訓練について

現状と課題

１．各自治会で行う防災訓練は、役員の出席のみで参加者が限られている。
２．平地区の自治会では、防災訓練を実施しない自治会が多い。（自治会間
　　に温度差がある）
３．市の総合防災訓練は、内容がマンネリ化しており実戦的な訓練ではな
　　い。
４．防災マップが古い。

要 因 １．大町市民は、災害に対する危機感が少ない。

解 決 策
１．防災意識向上のため、学校や地域において防災教育を推進する。
２．市の総合防災訓練の内容をより実戦的なものに改善し、防災意識の向上
　　を図る。

ま と め
１．市民の防災意識向上と危機管理能力を高めるための防災教育と訓練を繰
　　り返し実践することが求められている。
２．防災マップは平成２２年につくられたもので、更新が求められている。

議会への要望

１．消防団活動報酬の増額
２．団員確保への協力
３．消防フェスタへの助成金増額
４．出初式の式典中に避難訓練を行うなど式典の改善
５．市からの防災教育実施
６．防災マップの更新

市民との意見交換会　整理表
　　　　　　　　　　　　　開催日時：令和元年１１月１９日（火）　午後７時３０分～午後９時
　　　　　　　　　　　　　場　　所：大町市役所　東庁舎　東大会議室
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市民との意見交換会　処理表

処　　　　理　　　　欄

・市長へ要請
・消防団へ報告

市長
消防団団長

結果・方法

１．市民の防災意識向上と危機管理能力を高めるための防災教育と訓練を繰り
　　返し実践することが求められている。
２．防災マップは平成２２年につくられたもので、更新が求められている。

担当委員会等
総務産業委員会
総務産業委員会
総務産業委員会
総務産業委員会
各常任委員会
総務産業委員会

総務産業委員会
社会文教委員会

担当委員会等

各委員会での協議結果を尊重し、行政へ要請する。また、消防団へ議会での協議結果を報告す
る。

案　　　　　件
１．消防団活動報酬の増額
２．団員確保への協力
３．消防フェスタへの助成金増額
４．出初式の式典中に避難訓練を行うなど式典の改善
５．市からの防災教育実施
６．防災マップの更新

案　　　　　件


